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in breast carcinoma. ISMRM ．2009 Apr 20；Honolulu，USA． 

 

9) Kanazawa Y, Miyati T, Sato O. Hemodynamics Quantitative Analysis of 

Urinary Bladder Tumor: Using T1 Dynamic Contrast-enhanced Fast Spin Echo 

(T1DCE-FSE) Magnetic Resonance Imaging. Presentation Type: Scientific 

"Paper．the RSNA 95th Scientific Assembly and Annual Meeting．2009 

Nov 29-Dec 4；Chicago, USA. 

 

10) Goto M, Yuen S, Yamada K, Konishi E, Nishimura T. Ductal carcinoma in 

situ diagnosed with contrast-enhanced breast MR imaging. Can invasion 

be predicted? 17th annual meeting of International Society of Magnetic 

Resonance in Medicine．2009 Apr 21 ;Waikiki, USA． 

 

A 国内学会 

1) 特別講演、招聘講演、基調講演、教育講演など 

1) 山田 惠．血管障害の画像診断（PET、SPECT による脳血流評価を含めて）．



第 32 回日本脳神経 CI 学会．2009 年 3 月 7 日；京都． 

 

2) 山田 惠．小児；脳腫瘤性の画像診断．第 68 回日本医学放射線学会総会．

2009 年 4 月 17 日；横浜． 

 

3) 山田 惠．Diffusion tensor imaging 最近の話題．第 37 回日本磁気共鳴医

学学会大会．2009 年 10 月 3 日；横浜．   

 

4) 山田 惠．急性期脳梗塞の画像診断．医師会主催「研修医・指導医のため講

演会」．2009 年 11 月 7 日；京都． 

 

5) 山上卓士．イブニングセミナー 回収可能型下大静脈フィルターの挿入およ

び抜去方法と臨床成績．第 29 回静脈学会総会．2009 年 7 月 2 日； 名古屋． 

 

6) 山上卓士．教育講演 9 静脈系 IVR 2. 下大静脈フィルター．第 45 回日本医

学放射線学会秋季臨床大会. 2009 月 10 月 29-31（10 月 29 日）；和歌山． 

 

7) 奥山智緒．PET/核医学の基本：FDG-PET．2009 年日本放射線科専門医会ミッ

ドサマーセミナー(教育講演)．2009 年 7 月 18 日；神戸． 

 

8) 谷池圭子．CT、MRI の基礎と進歩．日本臨床細胞学会近畿連合会第 35 回学

術集会(教育講演)．2009 年 9 月 20 日；京都. 

 

9) 伊藤博敏．婦人・泌尿器 泌尿器領域における MRI 撮像法のポイント．第



68 回日本医学放射線学会総会．2009 年 4 月 18 日；横浜． 

 

2) シンポジウム、ワークショップ、パネルディスカッションなど 

1) Nakajima K, Nishimura T. 冠動脈イメージングの最前線- Frontiers in 

Coronary. Imaging Importance of Risk Assessment Based on Large-scale 

Multicenter Nuclear Cardiology Database: A Message from J-ACCESS 

Prognostic Investigation to Coronary Imaging. 第 73 回日本循環器学会．

2009 月 3 月 19-21 日；大阪． 

 

2) 中嶋憲一、西村恒彦．糖尿病の一次・二次予防を考える：J-ACCESS II から

みた糖尿病における心臓核医学．第 19 回心臓核医学会．2009 月 6 月 26-27

日；東京． 

 

3) 山田 惠．明日の神経放射線医をどう育てるか？次世代を担う神経放射線医

立場から．第 38 回日本神経放射線学会．2009 年 2 月 5 日；水戸． 

 

4) 奥山智緒．画像診断：血液疾患症例に学ぶ Blood Master 6th Symposium 

“Follicular lymphoma”．2009 年 7 月 25 日；京都． 

 

5) 結縁幸子、後藤眞理子、西田香織、小田美乃里、西村恒彦、小西英一、沢井

清司. MR マンモグラフィーのピットフォール：DCIS と見誤った乳腺症の

MRI 所見の特徴．第 18 回日本乳癌画像研究会．2009 年 2 月 7 日；長崎． 

 

6) 坪倉卓司．高齢者の泌尿器癌に対する放射線療法．第 22 回日本老年泌尿器



科学会．2009 年 5 月 9 日；京都． 

 

7) 三浦寛司、山上卓士、田中 治、吉松梨香、田中 匡、辻 惠子、西村恒彦. 

秋のリザーバー都市伝説. 第 34 回リザーバー研究会.2009 年 10 月 31 日-11

月 1 日(10 月 31 日)；名古屋． 

 

8) 成瀬昭二．パーキンソン病における地域医療連携‐患者の視点から‐「パー

キンソン病 基礎と臨牀の最前線」．2009 年 3 月 7 日；京都． 

 

9) 成瀬昭二．がん対策の現状と課題‐京都府の取り組みを中心に‐．第 22 回 

日本老年泌尿器科学会 シンポジウム「高齢泌尿器癌患者のためのチーム医

療」．2009 年 5 月 8 日；京都． 

 

10) 成瀬昭二．天然痘について．平成 21 年度京都府危機管理関連機関国民保護

事例研究会．2009 年 7 月 28 日；京都． 

 

11) 成瀬昭二．京都におけるがん医療の在り方‐京都府の取り組みを中心に‐． 

京大病院がんセンターシンポジウム‐新たながん医療への挑戦‐．2009 年 8

月 22 日；京都． 

 

12) 成瀬昭二．新型インフルエンザ対策に係る京都府の取り組みについて．平成

21 年度第 2回広域防災対策センターに係る専門家チーム会議．2009 年 10 月

28 日；京都． 

 



13) 成瀬昭二．京都府のがん戦略（二大学病院拠点をふまえて）．第 4 回けいは

んな光医療産業バレー拠点創出シンポジウム 市民公開講座「ここまで進ん

だ！がん治療」．2009 年 10 月 29 日；京都． 

 

14) 成瀬昭二．京都府のがん対策‐1 年間の変化、新しい取り組みについて‐． 

第９回がん看護研修会 「シンポジウム‐在宅看護を含めたがん看護連携の

強化‐」．2009 年 10 月 31 日；京都． 

 

15) 勝盛哲也．子宮筋腫の子宮動脈塞栓術: 現在のエビデンス．第 45 回日本医

学放射線学会秋季大会．2009 年 10 月 29‐31 日；和歌山． 

 

3) 一般講演（ポスター発表を含む） 

1) 中嶋憲一、西村恒彦、塚本和正．J-ACCESS 予後データベースに基づく total 

event と major event の予測式の作成．第 49 回日本核医学会学術総会．2009

年 10 月 1-3 日；旭川． 

 

2) 八田告、西村重敬、西村恒彦．CKD における心電図同期心筋 SPECT のリスク

層別化－J-ACCESS 研究サブ解析．第 52 回日本腎臓病学会．2009 年 6 月 4 日；

横浜． 

 

3) Imamura Y, Fukuyama T,Nishimura S,Nishimura T． Normal Myocardial 

Perfusion Scan Potends a Benign Prognosis Independent from the Pretest 

Probability of CAD.Sub-analysis of the J-ACCESS Study. 第 73 回日本循

環器学会．2009 年 3 月 19-21 日；大阪． 



4) 山崎秀哉、吉田 謙、坪倉卓司、小林加奈、西村拓哉、小谷直広、中島啓雄、

増田慎三、栗山啓子、西村恒彦．PST(primary systemic therapy)後の乳房

温存療法における放射線皮膚炎の検討．第 21 回関西乳癌放射線治療研究

会．2009 年 2 月 14 日；京都． 

 

5) 山崎秀哉、吉田 謙、坪倉卓司、小林加奈、西村拓哉、小谷直広、中島啓雄、

増田慎三、栗山啓子、西村恒彦．乳房温存療法術後照射時放射線皮膚炎の客

観的評価．第 21 回関西乳癌放射線治療研究会．2009 年 2 月 14 日；京都． 

 

6) 山崎秀哉、坪倉卓司、小林加奈、西村拓哉、小谷直広、吉田 謙、栗山啓子、

西村恒彦．乳房温存療法術後照射時放射線皮膚炎の客観的評価．第 68 回日

本医学放射線学会総会．2009 年 4 月 16-19 日；横浜． 

 

7) 山崎秀哉、吉田 謙、井上武宏、小谷直広、西村拓哉、小林加奈、坪倉卓司、

西村恒彦．80 歳以上の高齢者舌癌に対する組織内照射の検討．日本放射線

腫瘍学会第 22 回学術大会．2009 年 9 月 17-19 日；京都． 

 

8) 山上卓士、寺山耕司、吉松梨香、松本知博、三浦寛司、西村恒彦. 肺悪性腫

瘍に対するラジオ波凝固療法術後気胸の増悪因子に関する検討. 第７回日

本臨床腫瘍学会学術集会. 2009 年 3 月 20-21 日；名古屋．(ポスター) 

 

9) 小山正樹、奥原紀子、大西 彰、森 優、青木 正、今田直樹、山上卓士. 橈

骨動脈完全閉塞に対するシャント PTA 施行症例の検討. 第 29 回京都透析医

会. 2009 年 3 月 22 日；京都． 



10) 寺山耕司、山上卓士、松本知博、吉松梨香、三浦寛司、島田順一、西村恒彦. 

肺内小病変に対する術前 CTガイド下リピオドールマーキングの経験. 第 68

回日本医学放射線学会総会. 2009 年 4 月 16 日；横浜． 

 

11) 吉松梨香、山上卓士、田中 治、三浦寛司、田中 匡、西村恒彦．肺ラジオ

波焼灼療法後の遅発及び再発気胸.第 10 回 RFA 談話会．2009 年 7 月 18 日；

奈良． 

 

12) 山上卓士、寺山耕司、吉松梨香、松本知博、三浦寛司、西村恒彦、大須賀慶

悟、穴井 洋、高橋正秀、長谷部光泉. 我々が開発した腹部血管モデルの血

管造影トレーニングツールとしての有用性についての検討. 第 38 回日本

IVR 学会総会. 2009 年 8 月 5-7 日 (8 月 7 日)；大阪． 

 

13) 武澤康信、新井祐志、藤田伸弥、吉田敦彦、山上卓士、田中 治、吉松梨香、

久保俊一．人工膝関節全置換術後に生じた反復性膝関節血症の 1例．第 426

回整形外科集談会京阪神地方会．2009 年 9 月 19 日；大阪． 

 

14) 伊藤哲哉、吉松梨香、山上卓士、田中 治、三浦寛司、田中 匡、西村恒彦. 

内胸動脈が関与していた腹腔内出血の一例. 第 293 回日本医学放射線学会

関西地方会. 2009 年 10 月 17 日；大阪． 

 

15) 吉松梨香、山上卓士、寺山耕司、松本知博、三浦寛司、西村恒彦．肺ラジオ

波焼灼療法後の遅発及び再発気胸．日本 IVR 学会第 25 回関西地方会． 2009

年 2 月 21 日；大阪． 



16) 松本知博、山上卓士、寺山耕司、加藤武晴、廣田達哉、吉松梨香、三浦寛司、

西村恒彦. 種々の乳び瘻に対する治療法としてのリンパ造影の有用性．日本

IVR 学会第 25 回関西地方会．2009 年 2 月 21 日；大阪． 

 

17) 三浦寛司、山上卓士、田中 治、吉松梨香、田中 匡、辻 惠子、西村恒彦． CV

ポートトラブルの一例. 第 27 回京都府立医大・関連施設 IVR カンファレン

ス. 2009 年 10 月 5 日；京都． 

 

18) 奥山智緒、久保田隆生、松島成典、西田香織、小田美乃里、西村恒彦．進行

期神経芽腫の化学療法に対する初期治療効果の反応性と予後について.第68

回日本放射線医学会学術集会．2009 年 4 月 17-19 日(4 月 18 日)；横浜． 

 

19) 水野敏樹、永金義成、細見明子、笠井高士、栗山長門、徳田隆彦、久保田隆

生、奥山智緒、西村恒彦、中川正法.CADASIL における脳血管反応性．STROKE 

2009 年 3 月 22 日；松江．（神経内科との共同） 

 

20) 奥山智緒、松島成典、西田香織、西村恒彦．神経芽腫の治療後定期検査に

I-123-MIBG シンチグラフィは有用か？．第 49回日本核医学会学術集会．2009

年 10 月 1－3 日（10 月 1 日）；旭川． 

 

21) 結縁幸子、後藤眞理子、西村恒彦、沢井清司. 検診発見病変の乳腺 MRI に

おける造影効果の診断的意義について．第 17 回日本乳癌学会総会．2009 年

7 月 3 日；東京． 

 



22) 小林加奈、沖原宏治、相部則博、西村拓哉、坪倉卓司、山崎秀哉、三木恒治、 

西村恒彦．前立線癌密封小線源永久挿入治療における余剰線源を最小限にす

る工夫‐入院当日インフルエンザ発症患者突然キャンセル症例を経験して 

‐．日本放射線腫瘍学会小線源部会第 11 回研究会．2009 年 6 月 13 日；札

幌．（泌尿器外科学との共同） 

 

23) 相部則博、小林加奈、垣崎純子、山崎秀哉、西村恒彦、岩田 健、内藤泰行、

沖原宏治、三木恒治．京都府立医大における余剰線源を最小にする工夫．第

6回前立腺癌密封小線源永久挿入治療研究会．2009 年 7 月 19 日；東京．(泌

尿器外科学との共同） 

 

24) 沖原宏治、岩田 健、内藤泰行、小林加奈、山崎秀哉、西村恒彦、三木恒治.

前立腺癌密封小線源療法後の IPSS の推移と postplan dosimetry との関連性. 

第 6 回前立腺癌密封小線源永久挿入治療研究会. 2009 年 7 月 19 日；東京． 

(泌尿器外科学との共同） 

 

25) 高羽夏樹、沖原宏治、鴨井和実、河内明宏、小林加奈、山崎秀哉、西村恒彦、

三木恒治.当院における局所進行前立腺癌に対する内分泌併用放射線療法

107 例の治療成績．第 47 回日本癌治療学会．2009 年 10 月 22 日；横浜．（腫

瘍薬剤制御学、泌尿器外科学との共同） 

 

26) 沖原宏治、浮村 理、岩田 健、内藤泰行、高羽夏樹、小林加奈、山崎秀哉、

西村恒彦、三木恒治．前立腺癌中間リスク症例に対する内分泌併用小線源療

法の治療成績．第 47 回日本癌治療学会．2009 年 10 月 22 日；横浜．（泌尿



器外科学との共同） 

 

27) 小林加奈、西村拓哉、相部則博、小谷直広、坪倉卓司、山崎秀哉、西村恒彦、

森川嘉彦、高屋久志、村松正寛、中田克哉、竹谷正、宮本要一．乳癌温存術

後照射における乳房の形状と治療計画の難易度の相関について．第 47 回日

本癌治療学会．2009 年 10 月 24 日；横浜． 

 

28) 髙羽夏樹、沖原宏治、鴨井和実、浮村 理、河内明宏、小林加奈、山崎秀哉、

西村恒彦、三木恒治．T3N0M0 前立腺癌に対する内分泌併用放射線療法の中

期予後の解析結果．第 25 回前立腺癌シンポジウム．2009 年 12 月 12 日；品

川．（泌尿器外科学との共同） 

 

29) 松島成典、西田香織、久保田隆生、小田美乃里、奥山智緒、西村恒彦．Count 

recovery coefficient による補正が、肺腫瘍の SUV 値と病理学的悪性度と

の相関に及ぼす影響．第 68 回日本医学放射線学会総会．2009 年 4 月 17 日； 

横浜． 

 

30) 松島成典、奥山智緒、西村恒彦．下痢で入院し、脊椎膿瘍を呈した 1例‐放

射線科の立場から．症例から学ぶ感染症研究会．2009 年 10 月 30 日；京都． 

 

31) 小谷直広、西村拓哉、小林加奈、坪倉卓司、山崎秀哉、西村恒彦．頭頚部癌

に対するサイバーナイフ定位放射線治療.第 68 回日本医学放射線学会総会．

2009 年 4 月 19 日；横浜． 

 



32) 小谷直広、西村拓哉、小林加奈、坪倉卓司、山崎秀哉、西村恒彦．中咽頭癌

に対する動中化学放射線療法.日本放射線腫瘍学会第 22 回学術大会．2009

年 9 月 19 日；京都． 

 

33) 佐野優子、後藤眞理子、結縁幸子、西村恒彦．膵発生 ESFT の一例．第 23 回

腹部放射線研究会．2009 年 6 月 19‐20 日；岡山． 

 

34) 西田香織、伊藤博敏、高畑暁子、後藤眞理子、佐野優子、結縁幸子、山田 惠、

西村恒彦. 前立腺内腺域癌の MRI 診断：T2 強調像，拡散強調像，ADC map，

time-intensity curve 解析による評価. 第 68 回日本医学放射線学会総会. 

2009 年 4 月 16-19 日；横浜. 

 

35) 德井聡子、中島和広、一条祐輔、加藤武晴、牛嶋 陽．不幸な転帰をとっ

た硬化性腸間膜炎の一例．第 291 回日本医学放射線学会関西地方会．2009

年 2 月 28 日；大阪． 

 

36) 德井聡子、高畑暁子、中村尚子、佐野優子、結縁幸子、西村恒彦．子宮内膜

癌の播種との鑑別が困難であった子宮 cellular leiomyoma の一例．第 10

回 JSAWI．2009 年 9 月 4‐5 日；淡路島．（ポスター）  

 

37) 階元 聡、川崎達也、三木茂行、神谷匡昭、杉原洋樹、南野 智、魚嶋伸彦、

德井聡子．冠動脈 CT が興味深い所見を呈した多発性骨髄腫の一例．第 107

回日本循環器学会近畿地方会．2009 年 6 月 20 日；大阪． 

 



38) 喜馬真希、田添 潤、中村尚子、松本知博、飯田茂晴、森下博之、佐藤 修、

園田寛道、加藤元一、門澤秀一、川端健二、西村恒彦．後腹膜原発の粘液性

嚢胞腺癌の 2 例．第 291 回日本医学放射線学会関西地方会．2009 年 2 月 28

日；大阪． 

 

39) 辻 惠子、後藤眞理子、結縁幸子、山田 惠、西村恒彦. 著明な内部出血を

伴った乳腺腫瘍の一例.第 291 回日本医学放射線学会関西地方会. 2009 年 2

月 28 日；大阪． 

 

40) 相部則博、西村拓哉、小谷直広、小林加奈、坪倉卓司、山崎秀哉、西村恒彦． 

Tomotherapy による全骨盤 IMRT の初期経験．第 292 回日本医学放射線学会

関西地方会．2009 年 7 月 4 日；大阪． 

 

41) 相部則博、西村拓哉、小谷直広、小林加奈、坪倉卓司、山崎秀哉、西村恒彦． 

Tomotherapy による全骨盤 IMRT の初期経験．日本放射線腫瘍学会第 22 回学

術大会．2009 年 9 月 17 日；京都． 

 

42) 佐藤 修、喜馬真希、田添 潤、中村尚子、廣田達哉、飯田茂晴、森下博之、

西村恒彦. 大腸癌の静脈腫瘍栓‐造影 CT での検討‐．第 68 回日本医学放射

線学会総会. 2009 年 4 月 16-19 日；横浜． 

 

43) 金澤裕樹、宮地利明、八木絢子、吉田 彩、加藤良美、佐藤 修. 頸動脈に

おける低再収束パルス高速スピンエコー法を用いた血流抑制血管壁MRI. 第

65 回日本放射線技術学会総会学術大会. 2009 年 4 月 16-19 日；横浜． 



44) 森下博之、飯田茂晴、中村尚子、喜馬真希、田添 潤、佐藤 修、廣田達哉、

竹内義人. エピネフリン併用により NBC 塞栓術を行った膵仮性動脈瘤破裂

の 2例. 第 38 回日本 IVR 学会総会. 2009 年 8 月 5-7 日；大阪． 

 

45) 森下博之、飯田茂晴、中村尚子、喜馬真希、田添 潤、佐藤 修、廣田達哉、

竹内義人. Gunter tulip filter（GTF）の IVC penetration に関する考察. 第

38 回日本 IVR 学会総会. 2009 年 8 月 5-7 日；大阪． 

 

46) 田添 潤、森下博之、喜馬真希、中村尚子、廣田達哉、飯田茂晴、佐藤 修、

西村恒彦. 肝性脳症を契機に発見された術後門脈狭窄に対して門脈ステン

トを留置した 1 例. 第 27 回日本 Metallic Stents & Grafts 研究会. 2009

年 8 月 7 日；大阪． 

 

47) 金澤裕樹、宮地利明、佐藤 修．組織血流動態定量解析：T1 Dynamic 

Contrast-Enhanced Fast Spin-Echo（T1DCE-FSE）MRI のモデルフィッティン

グに関する考察．第 37 回日本磁気共鳴医学会大会．2009 年 10 月 1-3 日；

横浜． 

 

48) 田添 潤、喜馬真希、中村尚子、廣田達哉、飯田茂晴、森下博之、佐藤 修、

榎 泰之，西村恒彦．網嚢内出血で発症した胃 gastrointestinal stromal 

tumor（GIST）に対し，IVR による塞栓術を施行し止血し得た一例. 第 45 回

日本赤十字社医学会総会. 2009 年 10 月 15-16 日；前橋． 

 

49) 田添 潤、浅井俊輔、松本知博、飯田茂晴、森下博之、佐藤 修、高橋章之、



中島昌道、榎 泰之、西村恒彦．偶発的に発見された外腸骨静脈瘤の一例．

第 45 回日本医学放射線学会秋季臨床大会. 2009 年 10 月 29-31 日；和歌山． 

 

50) 浅井俊輔、田添 潤、松本知博、飯田茂晴、森下博之、佐藤 修、榎 泰之、

加藤元一、西村恒彦．DIC-CT が診断に有用であった胆管内乳頭粘液性腫瘍

の一例．第 45 回日本医学放射線学会秋季臨床大会. 2009 年 10 月 29-31 日；

和歌山． 

 

51) 一条祐輔、加藤武晴、德井聡子、中島和広、牛嶋 陽．FDG-PET で興味ある

集積を示した再生不良性貧血の一例．第 291 回日本医学放射線学会関西地方

会．2009 年 2 月 28 日；大阪． 

 

52) 德井聡子、中島和広、一条祐輔、加藤武晴、牛嶋 陽．不幸な転帰をとった

硬化性腸間膜炎の一例．第 291 回日本医学放射線学会関西地方会．2009 年 2

月 28 日；大阪． 

 

53) 新田紀子、高畑暁子、結縁幸子、後藤眞理子、山田 惠、西村恒彦．混合性

結合組織病に合併した結核性腹膜炎の一例．第 291 回日本医学放射線学会関

西地方会．2009 年 2 月 28 日；大阪． 

 

54) 赤田 渉、細田 誠、高橋 健.下部消化管穿孔におけるマルチスライス CT

の有用性についての検討．第 46 回日本社会保険医学会総会．200９年 11 月

12-13 日；長崎． 

 



55) 伊藤博士、川合寛治、赤田 渉ほか．発症後長時間経過にも関らず IVR にて

改善が認められた上腸間膜動脈閉塞症の 1 例．第 47 回日本社会保険医学会

総会．2009 年 11 月 12-13 日；長崎． 

 

56) 栗山長門、徳田隆彦、赤澤健太郎、細田 誠、酒井晃二、近藤正樹、山田 惠、

中川正法．特発性正常圧水頭症における MR venography の検討．第 50 回日

本神経学会総会．2009 年 5 月 21 日；仙台．（神経内科学教室との共同） 

 

57) 赤田 渉、細田 誠、平山きふ、高田 仁、大内 薫、高橋 健．間歇性水

腎症をきたした尿管坐骨孔ヘルニアの一例．第 23 回腹部放射線研究会．2009

年６月 19‐20 日；岡山． 

 

58) 後藤眞理子、結縁幸子、中嶋啓雄、西村恒彦．MRI T1 強調像で腫瘤内部に

出血を疑う高信号を認めた乳腺良性腫瘍の検討．第 17 回日本乳癌学会学術

総会．2009 年 7 月 3 日；東京． 

 

59) 高畑暁子、山田 惠、三木幸雄、赤澤健太郎、結縁幸子、西村恒彦．T1 強

調画像における胎児下垂体の信号強度の検討．第 37 回日本磁気共鳴医学会

大会．2009 年 10 月 2 日；横浜． 

 

 

 

 

 



Ⅶ．その他 

1) 山崎秀哉．放射線治療の進歩‐3次元治療計画装置を用いたリニアックによ

る放射線治療．済生会京都府病院特別講演．2009 年 3 月 5 日；京都．  

 

2) 山崎秀哉．膵癌の化学放射線療法 update 2009．第 26 回筑後放射線腫瘍談

話会．2009 年 9 月 4 日；久留米． 

 

3) 山崎秀哉．がん放射線療法看護‐消化器がん．京都府看護協会認定看護師教

育課程がん放射線療法看護講義．2009 年 11 月 10 日；京都． 

 

4) 山崎秀哉．消化器癌の放射線治療．第 6 回京都消化器癌集学的治療研究会．

2009 年 11 月 13 日；京都 

 

5) 山崎秀哉．放射線治療に資する放射線生物学‐局所制御から生存率の向上へ

‐低侵襲バイオマーカーと制御率向上の試み．京都大学原子炉専門研究会．

2009 年 11 月 17 日；熊取．   

 

6) 奥山智緒．甲状腺のヨード治療は今、その適応と、治療効果を中心に．第

10 回腫瘍核医学セミナー（教育講演）．2009 年 8 月 7 日；大阪． 

 

7) 奥山智緒．癌診療における FDG-PET‐保険適応と推奨レベルを考える‐．第

9回京都府立医科大学放射線診断治療学教室同門会．2009 年 6 月 28 日；京

都． 

 



8) 奥山智緒．FDG-PET とは？ その基本と保険適応、診療ガイドライン上の位

置づけについて（教育講演）．第 1回京都癌 PET カンファレンス．2009 年 10

月 17 日；京都． 

 

9) 坪倉卓司．緩和ケアにおける放射線療法．第 3回京都府がん診療に携わる医

師に対する緩和ケア研修会．2009 年 3 月 8 日；京都． 

 

10) 坪倉卓司．緩和ケアにおける放射線療法．第 1回京都第一赤十字病院がん診

療に携わる医師に対する緩和ケア研修会．2009 年 3 月 14 日；京都． 

 

11) 坪倉卓司．放射線療法．独立行政法人国立病院機構舞鶴医療センター がん

診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会．2009 年 7 月 25 日；舞鶴． 

 

12) 坪倉卓司．緩和ケアにおける放射線療法．市立福知山市民病院がん診療に携

わる医師に対する緩和ケア研修会．2009 年 8 月 2 日；福知山． 

 

13) 坪倉卓司．緩和医療における放射線療法．京都第二赤十字病院緩和医療勉強

会．2009 年 11 月 27 日；京都． 

 

14) 赤澤健太郎、高畑暁子、田中 治、結縁幸子、山田 惠、西村恒彦．当院で

の CT 室におけるリスクマネージメントの取り組み．日獨医報 54:104-109, 

2009. 

 

15) 西田香織. 前立腺癌の画像診断の現状. 京都府立医科大学放射線部講演会. 



2009 年 7 月 13 日；京都. 

 

16) 德井聡子、奥山智緒、松島成典、西田香織、中村尚子、山田幸美、西村恒

彦．胃集積の変化をとらえた 1 例．第 111 回核医学症例検討会．2009 年 8

月 8 日；大阪． 

 

17) 喜馬真希、西田香織、高畑暁子、結縁幸子、田中  治、西村恒彦．鈍的外傷

による胆嚢穿孔の 1例．第 19 回救急放射線研究会．2009 年 10 月 31 日；和

歌山．  

 

18) 喜馬真希、田中  治、結縁幸子、西村恒彦、隄 康彦、黒田純也、信田みす

み、保田宏明、小西英一、岸本光夫、吉川敏一．膵悪性リンパ腫の 1例．第

55 回京滋奈良消化器画像研究会．2009 年 11 月 27 日；京都． 

 

19) 喜馬真希、西田香織、高畑暁子、結縁幸子、田中 治、西村恒彦．鈍的外傷

による胆嚢穿孔の 1例．年忘れ集談会．2009 年 12 月 19 日；京都． 

 

20) 成瀬昭二、水田英二、立岡良久．進行期パーキンソン病治療の問題点と地域

医療連携について．Medical Tribune 第 3 部：1－3，2009． 

 

21) 山本 登、宗田麻紀、東中真美、高橋 彰、小川史顕．IT による感染症診

査協議会の効率化（第２報：ハード・ソフト面でのバージョンアップについ

て）．平成 20 年度京都府保健福祉環境等調査研究発表会．2009 年 1 月 14 日；

京都． 



22) 中田亮太、山本恭子、能塚隆裕、小川史顕．OTOKUNI COCORO CUP の実践報

告‐こころの健康推進員による精神障害者交流事業について‐．平成 20 年

度京都府保健福祉環境等調査研究発表会．2009 年 1 月 14 日；京都． 

 

23) 神原真規子、東中真美、高橋 彰、小川史顕、井上里奈、玉井公子、下村

亜紀子、中川千明、三上美樹、坂下みゆき、菅野美和子、有富敏子、樹山

敏子、梅山 信、角水正道、鈴木博雄、片岡卓三、金 達龍、伊与田勲．モ

デル診療所における重症化防止の保健指導「楽しくスリムオーダーメイドコ

ース」の取り組み．平成 20 年度京都府保健福祉環境等調査研究発表会．2009

年 1 月 14 日；京都． 

 

24) 小川史顕．レジオネラ症について．乙訓保健所教育講演会．2009 年 1 月 23

日；向日． 

 

25) 小川史顕．新型インフルエンザについて．ハイコーポ長岡京自治会講演会．

2009 年 1 月 24 日；長岡京． 

 

26) 小川史顕．新型インフルエンザについて．長岡京市職員講演会．2009 年 1

月 29 日；長岡京． 

 

27) 小川史顕．新型インフルエンザについて．大山崎町職員講演会．2009 年 1

月 30 日；大山崎． 

 

28) 小川史顕．新型インフルエンザについて．向日市職員講演会．2009 年 2 月



日 6；向日． 

 

29) 小川史顕．新型インフルエンザについて．済生会京都府病院職員講演会．

2009 年 2 月 26 日；長岡京． 

 

30) 小川史顕．ＶＲＥ感染の恐怖．乙訓保健所教育講演会．2009 年 2 月 27 日；

向日． 

 

31) 小川史顕．新型インフルエンザについて．長岡京市自治会連合会講演会．

2009 年 3 月 26 日；長岡京． 

 

32) 小川史顕、窪田小弓、道畑 隆．新型インフルエンザについて．乙訓医師

会新型インフルエンザ研修会．2009 年 3 月 28 日；向日． 

 

33) 小川史顕．新型インフルエンザの基礎知識．乙訓保健所教育講演会．2009

年 4 月 24 日；向日． 

 

34) 小川史顕．新型インフルエンザについて．乙訓教育委員会連合会定期総会

講演会（ホテルセントノーム京都）．2009 年 5 月 8 日；京都． 

 

35) 小川史顕．今回の新型インフルエンザについて．乙訓地方民児協連絡協議

会講演会．2009 年 5 月 29 日；向日． 

 

36) 小川史顕．今回の新型インフルエンザについて．乙訓医師会主催；学校医



と養護教諭の懇談会．2009 年 6 月 30 日；向日． 

 

37) 小川史顕．今回の新型インフルエンザについて．長岡京市柴の里自治会講

演会．2009 年 7 月 11 日；長岡京． 

 

38) 小川史顕．今回の新型インフルエンザについて．長岡京市エスリード長岡

天神自治会講演会．2009 年 7 月 12 日；長岡京． 

 

39) 小川史顕．シンポジウム「新型インフルエンザ対策緊急シンポジウム‐今回

の対策を検証し、秋冬に備える‐基調報告：新型インフルエンザの医療体

制の係わる事前調査」．平成 21 年度近畿保健所長会総会．2009 年 7 月 29

日；堺． 

 

40) 神原真規子、藪千津子、東中真美、小川史顕、井上里奈、玉井公子、高橋 

彰、下村亜紀子、中川千明、三上美樹、坂下みゆき、菅野美和子、有富敏

子、坂根久仁子、樹山敏子、金 龍龍、伊与田勲、梅山 信、角水正道、

片岡卓三、鈴木博雄、坂根直樹．ハイリスク者（要医療者）への重症化防止

の保健指導の取り組み．第56回日本栄養改善学会．2009年9月4日；札幌． 

 

41) 小川史顕．新型インフルエンザ‐今年の秋冬にむけての対策‐．乙訓管内防

災フェア講演会．2009 年 9 月 9 日；大山崎． 

 

42) 小川史顕．今回の新型インフルエンザと今後の対策．済生会京都府病院講

演会．2009 年 9 月 24 日；長岡京． 



43) 小川史顕．胸部Ｘ線と感染症（結核、HIV など）．京都府立医科大学放射線

医学教室関連病院連絡協議会．2009 年 9 月 26 日；京都． 

 

44) 小川史顕．新型インフルエンザについて．京都府職員健康管理セミナー（体

の部）．2009 年 10 月 7 日；向日． 

 

45) 小川史顕．新型インフルエンザのワクチン接種について．乙訓医師会新型

インフルエンザ説明会．2009 年 10 月 19 日；向日． 

 

46) 小川史顕．新型インフルエンザについて．介護福祉施設感染症研修会．2009

年 10 月 23 日；向日． 

 

47) 上田郁夫、藤原恵子、野坂泰子、真田正稔、小川史顕、岡本裕行．ウェル

シュ菌による食中毒の発生について．第 19 回乙訓医学会．2009 年 11 月 7

日；京都． 

 

48) 藪千津子、東中真美、小川史顕．乙訓管内における新型インフルエンザの

現状．第 19 回乙訓医学会．2009 年 11 月 7 日；京都． 

 

49) 小川史顕．今回の新型インフルエンザについて．京都府理容生活衛生同業

組合乙訓支部 衛生消毒講習会新型インフルエンザ講演会．2009年11月10

日；向日． 

 

50) 小川史顕．新型インフルエンザの現状紹介と防衛策．竹の台自治会防災講



演会．2009 年 11 月 14 日；長岡京． 

 

51) 小川史顕．新型インフルエンザについて．京都府退職者新型インフルエン

ザ講演会．2009 年 11 月 15 日；向日． 

 

52) 小川史顕．新型インフルエンザについて．乙訓食品衛生協会食中毒事件等

勉強会．2009 年 11 月 24 日；向日． 

 

53) 小川史顕．新型インフルエンザの正しい知識と対策．異業種経営者交流会

コスモクラブ講演会．2009 年 12 月 7 日；京都． 

 

54) 小川史顕．最新の感染症（インフルエンザ）への理解と対応．長岡京市立長

岡第三中学校保健学習会．2009 年 12 月 17 日；長岡京． 

 

55) 小川史顕．気楽に聞ける食中毒の話（後編）．乙訓保健所教育講演会．2009

年 12 月 28 日；向日． 

 

56) 神原真規子、東中真美、高橋 彰、小川史顕、井上里奈、玉井公子、下村

亜紀子、中川千明、三上美樹、坂下みゆき、菅野美和子、有富敏子、樹山

敏子、梅山 信、角水正道、鈴木博雄、片岡卓三、金 達龍、伊与田勲．モ

デル診療所における重症化防止の保健指導「楽しくスリムオーダーメイドコ

ース」の取り組み．第 18 回乙訓医学会集録：18‐20，2009 年 2 月 25 日発

行． 

 



57) 上田郁夫、藤原恵子、小川史顕、半井達弥、棟久美佐子、佐藤昭司．ヒス

タミンによる食中毒の発生について．第 18 回乙訓医学会集録：56‐57，2009

年 2 月 25 日発行． 

 

58) 小川史顕．新型インフルエンザの医療体制に係わる事前調査．地域保健推

進検討会（近畿ブロック） 新型インフルエンザ対策緊急シンポジウム．公

衆衛生情報 39(6)：７，ライフ出版社．2009 年 7 月 15 日．  

 

59) 松本知博、山上卓士、田中 治、吉松梨香、三浦寛司、佐藤 修、森下博

之、飯田茂晴、田添 潤、浅井俊輔、西村恒彦. 部分的脾動脈塞栓術後に

発症する門脈脾静脈血栓症の危険因子と臨床経過についての検討. 第 26 回

京都府立医大関連施設 IVR カンファレンス. 2009 年 10 月 5 日；京都． 

 

60) 森下博之. 腹部外傷の画像診断など. 第 53 回救急放射線画像研究会. 2009

年 11 月 13 日；京都． 

 

61) 森下博之. IVR の現在・過去・未来. 京滋 IVR 懇話会．2009 年 11 月 28 日；

京都． 

 

62) 牛嶋 陽．核医学の今後の展望．第 30 回 RI を語ろう会特別定例会．2009

年 4 月 25 日；大阪． 

 

63) 牛嶋 陽．核医学臨床（腫瘍・骨・その他）．第 2回核医学専門技師研修セ

ミナー．2009 年 5 月 23 日；京都． 



64) 牛嶋 陽．基礎医学、臨床（腫瘍・骨・その他）．核医学専門技師養成講座．

2009 年 5 月 23 日；京都． 

 

65) 赤田 渉、湯浅憲章、鈴木秀郎、古川 顕、岡崎正敏、坂本 力．あなたな

らどうする診断から治療まで‐腹部救急疾患の画像診断‐．第 45 回日本腹

部救急医学会総会（ランチョンセミナー）．2009 年３月 13 日；東京． 

 

66) 松元亮二．ＭＲＩの肝特異性造影剤．綾部市立病院早朝カンファレンス．2009

年 9 月 1 日；綾部 

 

67) 鈴木孝信．急性腹症の CT．山科医師会・愛生会山科病院 病診連携学術講

演会．2009 年 9 月 12 日; 京都． 

 

68) 鈴木孝信．放射線が関わった紹介患者の３例．山科医師会学術集談会．2009

年 12 月 5 日; 京都． 

 

69) 後藤眞理子．乳房 MRI の現状と今後の展望（特別講演）．第 16 回北和乳腺フ

ォーラム．2009 年 11 月 12 日；奈良． 

 

70) 西村元喜、岡本将裕、中山雅夫、宮本裕二．静脈硬化性大腸炎の 1例．平成

21 年度 京都府立医科大学 放射線医学教室 年忘れ集談会．2009 年 12 月

19 日；京都． 

 

 



2008 年度業績 

原著 

1) Katsumori T, Kasahara T, Tsuchida Y, Nozaki T．Amenorrhea and resumption 

of menstruation after uterine artery embolization for fibroids. Int J 

Gynaecol Obstet 103(3)：217-221，2008． 

 

2) Katsumori T, Kasahara T, Kin Y, Nozaki T. Infarction of Uterine Fibroids 

After Embolization: Relationship Between Postprocedural Enhanced MRI 

Findings and Long-Term Clinical Outcomes. Cardiovasc Intervent Radiol 

31：66-72，2008． 

 

3) 勝盛哲也．子宮動脈塞栓術（Uterine ArteryEmbolization: UAE） UAE の治

療成績、合併症．臨床婦人科産科 62:37-41，2008． 

 

報告書 

1) 小林加奈．放射線治療；女性医師への期待 女性放射線腫瘍医として．日本

放射線腫瘍学会 NEWSLETTER N0.87．2008 年 7 月発行． 

 

国際学会 

特別講演、招聘講演、基調講演、教育講演など 

1) Katsumori T. Uterine Fibroid Embolization with Gelatine Sponge. 2008 

SIR．2008 Mar 15－20 日；Washington DC，USA． 

 

国内学会 



特別講演、招聘講演、基調講演、教育講演など 

1) 勝盛哲也．子宮筋腫塞栓術（UAE）．第 10 回東海産婦人科内視鏡懇話会．2008

年 10 月 18 日；名古屋． 

 

一般講演（ポスター発表含む） 

1）小林加奈．医学生・研修医のための放射線治療セミナーにおける NEｘT の活

動と今後について．日本放射線腫瘍学会．2008 年 10 月 17 日；札幌． 

 

2）德井聡子、中島和広、一条祐輔、加藤武晴、中野泰彦、牛嶋 陽．乳腺腫瘍

の拡散強調像による形態・信号分布パターン解析の有用性．第 36 回日本磁

気共鳴医学会．2008 年 9 月 12 日；旭川．（ポスター） 

 



IV.  

 

 



 


